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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
お
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
元
号
「
令
和
」
は
、
万
葉
集
に
あ
る
文
言
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
と
お
聴
き
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
に
合
わ
せ
た
変
化
を
重
ね
、
先
進
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
の
協
働
を
た
い
せ
つ
に
、
文
化
を
育
み
自
然
の
美
し
さ
を
守
り
、
安
全
・

安
心
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
「
紀
北
町
第
２
次
総
合
計
画
」
前
期
基

本
計
画
は
、
令
和
元
年
度
に
中
間
年
を
迎
え
ま
し
た
。
総
合
計
画
の
実
効
性
を
図
る

た
め
、
本
町
と
し
て
初
め
て
外
部
委
員
に
よ
る
評
価
・
検
証
委
員
会
を
設
置
し
、
具

体
的
な
施
策
に
係
る
達
成
度
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、
総
合
計
画
の
進
捗
管
理
を
着
実
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
予
算
に
計
上
を
い
た
し
ま
し
た
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
事

業
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
改
修
事
業
、
紀
伊
長
島
地
区
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
な
ど
の
大
規
模
事
業
は
、
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
た
め
、
１
月
29
日
（
水
）
か
ら
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
住
民
票
や
所
得
証
明
書
な
ど
が
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
す
。

安
全
・
安
心

　

本
町
は
、
地
理
的
、
気
象
的
に
自
然
災
害
に
対
し
て
極
め
て
厳
し
い
条
件
下
に

あ
り
ま
す
。
地
震
・
津
波
・
台
風
・
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
力
・

減
災
力
を
さ
ら
に
強
化
し
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
力
を
傾
注
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
で
最
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
今
後
30
年
以
内
に

70
％
か
ら
80
％
の
高
い
確
率
で
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き

地
震
・
津
波
対
策
を
重
点
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
台
風
や
豪
雨
へ
の
対
応
や
災

害
発
生
後
の
迅
速
な
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
体
制
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
来
訪
者
の
皆
さ
ま
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
施
策
を
講

じ
、
災
害
に
強
い
ま
ち
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

紀
北
町
長   

尾
上  

壽
一

し
ん
ち
ょ
く
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健
康
増
進
・
生
涯
現
役

　
「
健
康
は
笑
顔
を
つ
く
り
、幸
福
の
基
礎
と
な
る
」の
考
え
の
も
と「
健
康
の
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
生
涯
現
役
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
障
が
い

を
持
つ
方
へ
の
支
援
や
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
資
す
る
取
り
組
み
も
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
運
動
す
る
機
会
を
創
出
し
、
運
動
が
生
活
の
一
部
と
な
る
よ

う
習
慣
化
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
チ
ャ
レ
ン
ジ
」、

「
き
ほ
く
活
活
体
操
」、「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
な
ど
の
健
康
づ
く
り
活
動
へ
の
参

加
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
み
ん
な
で
い
こ
か
！
総
合
け
ん
し
ん
」、「
が
ん
検
診
」、「
特
定
健
診
」
な
ど
の

各
種
保
健
事
業
を
引
き
続
き
積
極
的
に
進
め
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
生
涯
に
わ
た
っ

て
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
健
康
づ
く
り
事
業
や
保
健
事
業
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
地
域

全
体
が
元
気
で
健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
・
交
流

　

伝
統
的
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
林
業
、
水
産
業
の
振
興
と
と
も
に
、
こ
う
し

た
地
場
産
業
と
連
携
し
た
商
工
業
、
観
光
業
の
活
性
化
を
図
り
、
魅
力
と
活
力
あ

る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

注
目
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
奇
跡
の
清
流　

銚
子
川
」、「
世
界
遺
産
熊
野
古
道
」

な
ど
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
町
内
の
自
然
環
境
や
産
業
を
生
か
し
た
観

光
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
た
、

環
境
教
育
や
環
境
保
全
対
策
を
加
速
化
さ
せ
、
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
４
年
に
１
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
を
中
心

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
聖
火
は
、
本
年
３
月
26

日
に
福
島
県
を
出
発
し
全
国
を
回
り
ま
す
が
、
４
月
９
日
に
は
町
内
の
熊
野
古
道
馬

越
峠
道
で
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
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来
年
は
、
い
よ
い
よ
第
76
回
国
民
体
育
大
会
「
三
重
と
こ
わ
か
国
体
」、
第
21

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
三
重
と
こ
わ
か
大
会
」
が
県
内
各
地
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
年
は
国
民
体
育
大
会
の
プ
レ
大
会
も
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
全
国

か
ら
訪
れ
る
方
々
を
温
か
く
迎
え
入
れ
、
深
い
感
動
と
大
き
な
満
足
感
を
共
有
で

き
る
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
・
教
育

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
に
関
わ
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
な
ど
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

教
育
施
設
の
整
備
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報
化
へ
の
対
応
な
ど
、
社
会
変

化
に
対
応
し
た
教
育
内
容
の
充
実
、
地
域
の
自
然
や
産
業
な
ど
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
教
育
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

A
L
T
４
人
体
制
を
維
持
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
教
育
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
読
書
活
動
の
促
進
、
郷
土
学
習
の
充
実
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
通
し
た
心
身
の
健
全
育
成
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
の
皆
さ
ま
で
す
。「
す
べ
て
は
住
民
目
線
で
、
す
べ

て
は
住
民
と
と
も
に
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
」、「
健
康
増
進
・

生
涯
現
役
の
ま
ち
」、「
に
ぎ
わ
い
・
交
流
の
ま
ち
」、「
子
育
て
・
教
育
の
ま
ち
」

の
４
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
て
、
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
み
ん
な

が
元
気
！
紀
北
町
〜
豊
か
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自
然
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に
ぎ
わ
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笑
顔
が
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ふ
れ
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ま
ち
〜
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の
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取
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協
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上
げ
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す
。
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健
康
増
進
・

生
涯
現
役
の
ま
ち
」、「
に
ぎ
わ
い
・
交
流
の
ま
ち
」、「
子
育
て
・
教
育
の
ま
ち
」

の
４
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
て
、
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
み
ん
な

が
元
気
！
紀
北
町
〜
豊
か
な
自
然
、
に
ぎ
わ
い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
〜
」
の

実
現
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
健
康
で
喜
び
に
満
ち
た
輝
か
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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12
月
２
日
に
開
か
れ
た
令
和
元
年

第
５
回
紀
北
町
議
会
臨
時
会
で
議
長

と
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
選
挙

の
結
果
、
議
長
に
平
野
隆
久
議
員
、
副

議
長
に
奥
村
仁
議
員
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
紀
北
町
議
会
議
長

平
野　

隆
久　

○
紀
北
町
議
会
副
議
長　

奥
村　
　

仁

○
総
務
産
業
常
任
委
員
会
（
８
名
）

入
江　

康
仁
（
委
員
長
）

大
西　

瑞
香
（
副
委
員
長
）

田
島　

明
良

奥
村　
　

仁

樋
口　

泰
生

家
崎　

仁
行

平
野　

隆
久

中
津
畑　

正
量

○
教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
８
名
）

瀧
本　
　

攻
（
委
員
長
）

原　
　

隆
伸
（
副
委
員
長
）

宮
地　
　

忍

柴
田　

洋
巳

岡
村　

哲
雄

太
田　

哲
生

近
澤　

チ
ヅ
ル

東　
　

清
剛

○
議
会
運
営
委
員
会
（
６
名
）

樋
口　

泰
生
（
委
員
長
）

大
西　

瑞
香
（
副
委
員
長
）

田
島　

明
良

瀧
本　
　

攻

家
崎　

仁
行

東　
　

清
剛

○
三
重
紀
北
消
防
組
合
議
会
（
４
名
）

宮
地　
　

忍

入
江　

康
仁

東　
　

清
剛

平
野　

隆
久

○
紀
北
広
域
連
合
議
会
（
６
名
）

岡
村　

哲
雄

原　
　

隆
伸

瀧
本　
　

攻

入
江　

康
仁

近
澤　

チ
ヅ
ル

平
野　

隆
久

○
荷
坂
や
す
ら
ぎ
苑
組
合
議
会（
５
名
）

大
西　

瑞
香

樋
口　

泰
生

瀧
本　
　

攻

家
崎　

仁
行

中
津
畑　

正
量

○
監
査
委
員
（
１
名
）

太
田　

哲
生　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
敬
称
略
）

町からのおしらせ　～ Information ～

正
・
副
議
長
お
よ
び

各
常
任
委
員
な
ど
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

平野　隆久　議長奥村　仁　副議長

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
元
年
12
月
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
５
回

紀
北
町
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
第
15
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
町
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
地
域

産
業
の
低
迷
な
ど
多
く
の
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
議
会
に
対
す
る
期
待
は
、
極
め

て
大
き
く
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ
の
期
待
に
応
え
て
い

く
こ
と
が
、
何
よ
り
重
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。　
　

　

紀
北
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
課
題
解
決
に
向
け
て
、
議
会
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
議
員
自
ら
研
さ
ん
を
深
め
、
本
町

の
発
展
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
紀
北
町
議
会

に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
野
隆
久
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任
期
満
了
に
伴
う
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

70
名
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生

労
働
大
臣
の
委
嘱
に
基
づ
き
、
令
和

元
年
12
月
１
日
か
ら
３
年
を
任
期
と

し
担
当
地
区
を
受
け
持
ち
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
悩
み
ご
と
や
心
配

ご
と
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
専
門

機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
福
祉
係

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

福
祉
保
健
係

℡（
32
）
３
９
０
４

あ
な
た
の
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん

町からのおしらせ　～ Information ～

■ 紀伊長島地区

■ 主任児童委員

■ 海山地区
令和元年 12月 1日現在

　任期：令和元年 12 月 1日～令和 4年 11 月 30 日（3 年）
民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 担 当 地 区 別 名 簿

担当地区 委員名
三浦

三浦

道瀬

古里

海野

出垣内１区

出垣内２区

山居、 松本１～５区

平岩町、新町、上本町

往環町、西町、久野

加田、地蔵町

合の町、挽木町、仲町、土井の内、港町、南本町、本町、本下町、築地

中ノ島１、２、３、５、６、７、８区

中ノ島栄町

入江町、横下町、横町

六太夫町、薮ノ町、浦町

名倉

呼崎１、２区

呼崎３、４区

中州

井ノ島１区一部、２区一部、倉ノ下

井ノ島 1区一部、２区一部

井ノ島３区一部、４区一部

井ノ島３区一部、４区一部、戸ノ須

片上

山本１～３区

山本４区、５区

田山

志子奥

志子､下地、有久寺

茂原、前山、島地

中桐、三戸

向井、大原、十須

此ケ野、下河内、大野内、江竜

中野　眞知子
西村　里子
東　明広
垣内　千恵子
小家　温代
羽根川　政昭
東　香織
上野　開作
藤原　功子
東　昌子
長井　みつ子
奥川　裕之
東　眞由美
宮原　ひろ子
中世古　明子
東　早苗
大屋　晴久
東　千文
世古　みよ子
内藤　忠彦
前田　美恵子
谷村　初音
髙須　悦子
水口　美千代
濵　源治
東　義郎
髙須　德生
奥田　芳子
曽我　あさみ
倉﨑　路易子
林　祥子
石倉　さき子
八原　克行
鈴木　紀男

馬瀬、鯨

河内、細野

上里（本郷、一部）

上里（二部、三部）

中里、小松原

新田

船津、中新田

相賀（新町、本町、片町）

相賀（朝日町）

相賀（横町１、栄町、相生町、ネギ町）

相賀（横町２、船町）

相賀（本地、桜町、桧町）

前柱、汐見町、小浦

前柱、汐見町、小浦

渡利

小山浦（西側）

小山浦（東側）

便ノ山、鷲下、木津

引本浦（津呂町）

引本浦（仲町）

引本浦（本町）

引本浦（宮町）

引本浦（北町）

引本浦（赤石）

引本浦（長浜）

矢口浦（白越、里）

矢口浦（生熊、奥）

白浦（西、中の一部）

白浦（東、中の二部）

島勝浦（船越、中熊、玉戸、西）

島勝浦（愛宕、大里、谷地）

島勝浦（世古、向江、中の郷）

大原　忠久
藤　　治
中野　信代
西村　俊二
疇地　千恵子
田上　至
海上　美香
古橋　奈可子
直江　ひとみ
森川　澄子
宮本　幸子
　　順子
中本　圭一
濵田  洋子  
太田　有
佐々木　　佳
山下　克美
村田　育生
濵田　やを
濵田　淳子
奥村　智代
田之上　道夫
世古　美保
久保　裕子
濵田　親
家崎　有子
塩谷　光久
奥村　純男
世古　昌英
坂本　いづみ
山口　敬子
玉井　順子

紀伊長島地区全域

紀伊長島地区全域
脇　博子
東　賀代

海山地区全域

海山地区全域
野口　豊子
松永　かつ子

担当地区 委員名



【
京
都
府
京
丹
後
市
丹
後
町
】

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア「
さ
さ
え
合

い
交
通
」
に
つ
い
て

　

京
丹
後
市
は
、
人
口
約
５
万
２
千

人
で
京
都
府
の
最
北
部
に
位
置
し

て
お
り
日
本
海
に
面
し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
に
峰
山
・
大
宮
・
網
野
・

丹
後
・
弥
栄
・
久
美
浜
町
が
合
併
し
、

京
丹
後
市
と
し
て
市
制
を
施
行
し

ま
し
た
。

　

京
丹
後
市
で
は
、
平
成
28
年
５

月
26
日
か
ら
、
市
内
で
も
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
最
北
端
の
丹
後
町

に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
を
使
っ
た
日
本
で
最
初
の
道

路
交
通
法
に
基
づ
く「
公
共
交
通
空

白
地
有
償
運
送
」
シ
ス
テ
ム「
さ
さ

え
合
い
交
通
」
の
運
行
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
は
、「
住

民
の
移
動
の
サ
ポ
ー
ト
」、「
観
光

客
の
移
動
の
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う

２
点
が
実
現
目
標
で
す
。

　
「
住
民
の
移
動
の
サ
ポ
ー
ト
」
で

は
車
を
持
た
な
い
方
々
の
買
い
物

や
通
院
の
自
由
な
移
動
手
段
を
確

保
し
、
特
に
高
齢
者
の
要
望
に
応

え
ま
し
た
。「
観
光
客
の
移
動
の
サ

ポ
ー
ト
」
で
は
観
光
客
の
自
由
な

地
域
内
交
通
を
求
め
ま
し
た
。

　
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
が
実
現
し

た
要
因
と
し
て
は
、
丹
後
町
内
に
タ

ク
シ
ー
の
営
業
所
が
な
く
、
ま
た
近

隣
町
の
タ
ク
シ
ー
の
営
業
所
か
ら
の

距
離
が
遠
す
ぎ
た
た
め
、
実
質
的
に

競
合
し
な
い
た
め
で
し
た
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
で
電
話

受
付
・
ド
ラ
イ
バ
ー
呼
び
出
し
の「
人

的
負
担
が
ゼ
ロ
」、
利
用
者
は
、「
さ

さ
え
合
い
交
通
」
を
利
用
し
た
い
時

に
即
配
車
・
乗
車
で
き
る
こ
と
、
ド

ラ
イ
バ
ー
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
の「
オ
ン
」「
オ
フ
」
の
切
り
替

え
が
柔
軟
に
で
き
る
た
め
、
都
合
で

運
転
で
き
な
い
と
き
の
意
思
表
示
が

簡
単
で
明
確
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
利

点
が
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
初
期
投
資
費

用
を
除
き
、
行
政
か
ら
の
補
助
金
は

受
け
て
お
ら
ず
行
政
コ
ス
ト
ゼ
ロ
、

独
立
採
算
性
で
運
行
し
て
い
る
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

《
議
員
の
感
想
》

　

説
明
お
よ
び
試
乗
を
通
じ
て
感
じ

た
と
こ
ろ
は
、「
さ
さ
え
合
い
交
通
」

を
運
行
・
運
営
し
て
い
る
N
P
O
法

人
「
気
張
る
！
ふ
る
さ
と
丹
後
町
」

の
リ
ー
ダ
ー
の
東あ

ず
まさ
ん
と
そ
れ
を
支

え
る
皆
さ
ん
の
熱
意
で
す
。
言
葉
に

す
る
と「
住
民
の
住
民
に
よ
る
住
民

の
た
め
の
さ
さ
え
合
い
交
通
を
体
現

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
」
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
プ
ロ
の
運
送
業
者

に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
手

で
最
新
の
I
T
技
術
を
駆
使
し
、
周

り
の
皆
さ
ん
の
た
め
無
理
を
し
な
い

で
、
な
お
か
つ
利
益
を
意
識
し
な
い

で
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
N
P
O
の
東あ

ず
まさ

ん
は

「
N
P
O
だ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
工
夫

を
し
ま
す
。
柔
軟
な
対
応
と
企
画
を

思
い
つ
き
ま
す
。
営
利
で
は
な
く
、

ど
う
す
れ
ば
み
ん
な
の
た
め
に
な
る

か
、
み
ん
な
が
喜
ぶ
か
が
優
先
さ
れ

る
。」
こ
う
い
っ
た
視
点
・
観
点
を
常

に
も
っ
て
活
躍
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

【
兵
庫
県
川
西
市
】

ご
み
処
理
施
設
の
広
域
化
に

つ
い
て

　

兵
庫
県
川
西
市
は
、
人
口
約

15
万
７
千
人
で
兵
庫
県
の
東
南
部
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

　

同
市
内
に
あ
る
広
域
ご
み
処
理
施

設「
国
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
「
国
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
は
、

平
成
21
年
３
月
か
ら
、
兵
庫
県
川
西

市
、
猪
名
川
町
、
大
阪
府
豊
能
町
、

能
勢
町
の
１
市
３
町
の「
猪
名
川
上
流

流
域
ご
み
処
理
施
設
組
合
」
で
一
般

廃
棄
物
の
中
間
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
広
域
で
ご
み
処
理
事
業
を
行
う

う
え
で
、
い
ち
ば
ん
問
題
と
な
っ
た

こ
と
は
建
設
予
定
地
で
し
た
。

選
定
基
準

6

令 和 元 年 度 紀 北 町 議 会 議 員 管 外 視 察

1 日目：京丹後市丹後町

1 日目：京丹後市丹後町

1 日目：京丹後市丹後町



紀北町議会からのおしらせ

①
５
０
０
ｍ
以
内
に
人
家
が
全
く
な

い
か
非
常
に
少
な
い
こ
と

②
国
道
・
主
要
道
路
か
ら
集
落
を
通

過
せ
ず
直
接
進
入
で
き
る
道
路
が
確

保
で
き
る
こ
と

③
地
権
者
が
多
数
で
、
用
地
買
収
が

困
難
で
あ
る
な
ど
予
想
さ
れ
る
問
題

が
な
い
こ
と

④
都
市
計
画
上
、
将
来
明
ら
か
な
支

障
が
生
じ
な
い
こ
と

⑤
１
市
３
町
の
ご
み
を
搬
入
す
る
の

に
搬
入
距
離
が
で
き
る
だ
け
短
く
な

る
こ
と

　

こ
れ
ら
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
ご

み
処
理
排
出
量
の
い
ち
ば
ん
多
い
川

西
市
に
建
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

建
設
計
画
に
か
か
る
経
費
は
、
各

年
度
の
人
口
に
よ
り
案
分
負
担
と
し
、

施
設
建
設
経
費
は
、
施
設
建
設
計
画

時
の
可
燃
ご
み
の
比
率
に
よ
り
案
分

負
担
、
施
設
管
理
経
費
は
、
年
度
ご

と
の
関
係
市
町
の
搬
入
可
燃
ご
み
比

率
に
よ
り
案
分
負
担
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
ご
み
処
理
に
係
る
施

設
運
営・
維
持
管
理
経
費

焼
却
炉

６
億
４
，
７
２
６
万
６
，
０
０
０
円

灰
溶
融
炉

５
億
５
４
６
万
２
，
０
０
０
円

リ
サ
イ
ク
ル

３
億
３
，
１
５
７
万
３
，
０
０
０
円

合
計

14
億
８
，
４
３
０
万
１
，
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
議
員
の
感
想
》

　

ご
み
処
理
施
設
の
広
域
化
ま
で
に

障
害
と
な
っ
た
事
案
に
つ
い
て
や
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
議
会
の
設
立
、

構
成
市
町
の
負
担
割
合
、
施
設
運
営・

維
持
管
理
経
費
に
つ
い
て
、
か
な
り

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
施
設
稼
働
か

ら
10
年
、
循
環
型
社
会
の
流
れ
か
ら
、

灰
溶
融
炉
の
維
持
か
停
止
か
の
検
討

中
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
焼
却
処
理
の
課
題
も

お
聞
き
し
、
分
別
に
つ
い
て
も
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
今
後
ご
み
処

理
施
設
の
広
域
化
の
話
を
進
め
ら
れ

て
い
く
わ
け
で
す
が
、
い
く
つ
も
の

方
法
論
も
慎
重
に
検
討
し
、
後
世
に

負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

【
岡
山
県
勝
田
郡
奈
義
町
】

子
育
て
支
援「
奈
義
町
の
奇

跡
」
に
つ
い
て

　

岡
山
県
勝
田
郡
奈
義
町
は
、
人
口

は
約
６
，
０
０
０
人
で
岡
山
県
北
部

に
位
置
し
、
鳥
取
県
智
頭
町
と
接
し

て
い
ま
す
。
基
幹
産
業
は
農
畜
業
で
、

高
齢
化
率
は
３
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
に
合
計
特
殊
出
生
率
が
１
・

41
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
に

「
奈
義
町
子
育
て
応
援
宣
言
」を
掲
げ
、

「
子
育
て
す
る
な
ら
奈
義
町
」
と
い
わ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や
取
り
組
み

の
結
果
、
平
成
26
年
に
は
出
生
数
60

人
、
合
計
特
殊
出
生
率
２
・
81
を
達

成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
下
が
っ
て

い
る
も
の
の
、
平
成
30
年
も
２
・
45

と
高
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

《
議
員
の
感
想
》

　

奈
義
町
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
財
政
規
模
も
小
さ
く
、

人
口
の
少
な
い
町
で
の
子
育
て
に
つ

い
て
前
向
き
に
取
り
組
み
、
結
果
を

出
し
て
い
る
町
と
し
て
た
い
へ
ん
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
策
に
11

の
事
業
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

突
出
し
て
い
る
の
は
高
等
学
校
就
学

支
援
金
と
し
て
の
年
間
９
万
円
を
３

年
間
支
給
す
る
と
い
う
も
の
と
子
育

て
サ
ポ
ー
ト「
ス
マ
イ
ル
」
の
取
り

組
み
で
す
。
特
に「
ス
マ
イ
ル
」
の

取
り
組
み
で
あ
る「
チ
ャ
イ
ル
ド
ホ

ー
ム
」
で
は
、
産
後
の
お
母
さ
ん
同

士
や
、
子
ど
も
が
保
育
園
へ
通
う
く

ら
い
の
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
子
ど
も

の
義
務
教
育
が
終
わ
っ
た
く
ら
い
の

お
母
さ
ん
や
子
育
て
が
終
わ
っ
た
ベ

テ
ラ
ン
の
お
母
さ
ん
な
ど
が
、
積
極

的
に
地
域
の
子
育
て
に
参
加
し
て
い

て
、
育
児
に
対
し
て
非
常
に
安
心
感

が
持
て
る
環
境
が
あ
る
こ
と
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
、「
安

心
感
」
を
中
心
に
し
た
施
策
が
と
ら

れ
て
お
り
、「
働
く
場
の
確
保
と
稼

ぐ
力
の
向
上
」
な
ど
を
は
じ
め「
子

育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
負
担
軽
減
」

「
快
適
な
保
育
環
境
の
整
備
や
家
庭

内
教
育
へ
の
整
備
」「
出
産
・
子
育
て

と
働
き
方
へ
の
支
援
」
な
ど
数
多
く

を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
せ
る
財
政
や

人
材
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
背
景

が
あ
る
の
か
と
お
伺
い
す
る
と
、
近

隣
の
津
島
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ

る
こ
と
や
町
内
に
自
衛
隊
の
演
習
場

な
ど
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
特
に
自

衛
隊
に
つ
い
て
は
、
若
い
世
代
の
隊

員
家
族
に
よ
る
地
域
行
事
へ
の
積
極

参
加
や
国
か
ら
の
補
助
金
に
よ
る
、

財
政
負
担
の
軽
減
な
ど
、
確
か
に
有

利
な
条
件
も
そ
ろ
っ
て
い
る
の
も
事

実
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
行
政
だ

け
で
は
な
く
、「
住
民
が
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢
」
が
し

っ
か
り
と
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

7

2 日目：国崎クリーンセンター

2日目：国崎クリーンセンター

3日目：奈義町

3日目：奈義町
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１
月
は
、
第
１
水
曜
日
が
収
集
の

休
業
日
（
12
月
31
日
〜
１
月
３
日
）

に
あ
た
り
ま
す
。

　

ガ
ラ
ス
・
陶
器
類
や
金
属
類
、
古

紙
な
ど
が
出
せ
る
水
曜
日
の
収
集
が
、

他
の
月
よ
り
一
週
間
ず
れ
て
の
実
施

と
な
り
ま
す
。

　
「
平
成
31
年
度
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
」
で
、再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課
廃
棄
物
対
策
係

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

環
境
管
理
係

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
47
）
２
８
８
０

海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
36
）
１
３
１
３

　

紀
北
町
の
ご
み
処
理
施
設
で
は
、

平
成
30
年
度
に
７
，
１
１
４
ト
ン
の

ご
み
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
、
約
７
割
は
一
般
家
庭
か
ら
出
さ

れ
た
ご
み
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
量
と
人
口
か
ら
、
１
人
１

日
あ
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
を
計
算

す
る
と
、
全
国
平
均
が
９
２
０
グ
ラ

ム
、
三
重
県
平
均
が
９
４
３
グ
ラ
ム

で
あ
る
の
に
対
し
、
紀
北
町
は
１
，

２
０
２
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
全
国
に
あ
る
１
，
７
１
８
の
市
町

村
の
中
で
１
０
５
番
目
に
多
く
、
県

内
で
み
る
と
、
29
市
町
の
中
で
２
番

目
に
多
い
量
で
す
。

　

ご
み
の
処
理
に
は
、
多
く
の
費
用

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご
み
の
減
量

に
有
効
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　　

生
ご
み
の
約
８
割
は
水
分
で
す
。

こ
の
水
分
を
減
ら
す
だ
け
で
も
か
な

り
の
ご
み
の
減
量
に
な
り
ま
す
。

　

食
べ
残
し
を
し
な
い
こ
と
、
ま
と

め
買
い
の
量
に
注
意
す
る
こ
と
な
ど

で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

買
い
物
の
際
の
レ
ジ
袋
、
紙
袋
な

ど
は
、
エ
コ
バ
ッ
ク
を
持
参
す
る
こ

と
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

庭
の
草
花
や
刈
り
草
に
は
水
分
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
出

さ
ず
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
出
す
こ
と
で

減
量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町からのおしらせ　～ Information ～

１
月
は
ご
み
収
集
日
が
異
な
り
ま
す

【
水
曜
日
の
収
集
は
第
２
週
か
ら
】

ご
み
の
減
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

１月の各地区収集日（水曜日に収集するごみ）

収集地区 金属類の日ガラス・
陶器類の日 古紙の日

西長島・三野瀬・東長島・赤羽
8日

（第 2水曜日）
22 日

（第 4水曜日）

15 日
（第 3水曜日）

29 日
（第 5水曜日）

※可燃ごみは年始の休業日を除き通常どおりです。

8日
（第 2水曜日）

15 日
（第 3水曜日）

22 日
（第 4水曜日）

15 日
（第 3水曜日）

22 日
（第 4水曜日）

29 日
（第 5水曜日）

相賀・渡利・本地・桧町・桜町・汐見・
前柱・小浦

引本浦・上里・鯨・馬瀬・河内・細野

島勝浦・白浦・矢口浦・長浜

29 日
（第 5水曜日）

8日
（第 2水曜日）

船津・中新田・新田・中里・小松原・小山浦・
藤ノ木・便ノ山・宇山・鷲下・木津

生
ご
み
の
水
切
り
を
す
る

食
品
ロ
ス
を
な
く
す

エ
コ
バ
ッ
ク
を
使
用
す
る

乾
燥
さ
せ
て
か
ら
出
す
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▷サービス利用可能時間

午前 6時 30 分～午後 11 時

※年末年始（12 月 29 日～ 1月 3日）とシステムメンテナンス日（不定期）を除く

▷利用するために必要なもの

マイナンバーカードと、交付時に設定した利用者証明用電子証明書の暗証番号（数字４桁）

※暗証番号は、役場では管理しておりません。お忘れの場合は、マイナンバーカードを持

参のうえ、本庁住民課または海山総合支所住民室にて、再設定手続きをお願いします。

▷利用できる主なコンビニエンスストアなど（五十音順）

セブンイレブン・ファミリーマート・ローソン　など

　本庁住民課および海山総合支所住民室では、タブレット端末を利用して無料で写真撮影を行い、カード申請のお手伝いを
しています。なお、申請者本人の来庁が必要です。
　通知カードと一緒に送付された交付申請書をお持ちの方は、スマートフォンやパソコン、郵便でも申請ができます。

問い合わせ　本庁住民課住民係　℡46-3117　海山総合支所住民室住民係　℡32-3902

令和２年１月２９日から

コンビニで各種証明書が

取得できます！

令和２年１月２９日から

コンビニで各種証明書が

取得できます！

証明書 手数料取得できる方

住民票の写し・記載事項証明書

戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）・

戸籍一部事項証明書（戸籍抄本）

現在戸籍の附票の写し

印鑑登録証明書

所得証明書・課税証明書

本人および本人と同一世帯の方

本籍が紀北町の方および同一戸籍の方

本籍が紀北町の方および同一戸籍の方

本人（印鑑登録をしている方）

本人（最新年度のみ）

200 円

450 円

200 円

200 円

200 円

● 取得可能証明書

　紀北町では、コンビニ交付の導入を進め、1 月 29 日から紀北町
に住民登録がある、または本籍がある方で、マイナンバーカードを
お持ちの方は全国のコンビニエンスストアなどに設置されているマ
ルチコピー機から、マイナンバーカードを利用して、各種証明書が
取得できるようになります。

マイナンバーカードの申請について
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今
回
は
「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」
の
レ
ッ

ス
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｋ
Ｋ
Ｃ
で
は
中
井
直
美
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
Ｋ
Ｋ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
の
大

西
敏
貴
が
レ
ッ
ス
ン
の
担
当
を
し
て

い
ま
す
。

◆「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」
と
は
？

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
ダ
ン
ス
形
式
の

有
酸
素
運
動
の
こ
と
で
す
。
有
酸
素

運
動
は
脂
肪
燃
焼
効
果
に
優
れ
て
い

て
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
対
し
て
高
い
効
果

を
期
待
で
き
、
汗
を
多
く
か
く
た
め

デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｋ
Ｋ
Ｃ
で
は
初
め
て
の
方
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
や
さ
し
い
内
容
の

も
の
か
ら
、
し
っ
か
り
運
動
で
き
る

本
格
的
な
レ
ッ
ス
ン
も
行
っ
て
い
ま

す
。

中
井
直
美
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

◆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ヨ
ガ

日
時　

月
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　

初
心
者
か
ら
参
加
で
き
る
健

康
体
力
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
運
動

教
室
で
す
。
前
半
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

後
半
は
ヨ
ガ
を
行
い
ま
す
。

◆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

日
時　

火
曜
日

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

内
容　

初
心
者
か
ら
中
級
者
ま
で
、

し
っ
か
り
運
動
で
き
る
本
格
的
な
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
で
す
。

大
西
敏
貴
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

◆
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ

日
時　

木
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

内
容　

初
心
者
向
け
の
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
教
室
。
運
動
負
荷
も
軽
く
、
簡
単

な
ス
テ
ッ
プ
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

K
K
C
は
、
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く

り
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー

℡（
31
）
０
２
１
０

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

℡（
46
）
３
１
２
５

　

紀
北
町
社
会
教
育
振
興
大
会
に
お

き
ま
し
て
、
記
念
行
事
と
し
て
下
記

の
と
お
り
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
26
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

場
所　

東
長
島
公
民
館

講
師　

山
本　

和
彦　

氏

演
題

「 

東
紀
州
の
豊
か
な
植
物
相 

」

　

今
回
は
「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」
の
レ
ッ

ス
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｋ
Ｋ
Ｃ
で
は
中
井
直
美
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
Ｋ
Ｋ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
の
大

西
敏
貴
が
レ
ッ
ス
ン
の
担
当
を
し
て

い
ま
す
。

◆「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」
と
は
？

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
ダ
ン
ス
形
式
の

有
酸
素
運
動
の
こ
と
で
す
。
有
酸
素

運
動
は
脂
肪
燃
焼
効
果
に
優
れ
て
い

て
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
対
し
て
高
い
効
果

を
期
待
で
き
、
汗
を
多
く
か
く
た
め

デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｋ
Ｋ
Ｃ
で
は
初
め
て
の
方
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
や
さ
し
い
内
容
の

も
の
か
ら
、
し
っ
か
り
運
動
で
き
る

本
格
的
な
レ
ッ
ス
ン
も
行
っ
て
い
ま

す
。

中
井
直
美
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

◆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ヨ
ガ

日
時　

月
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　

初
心
者
か
ら
参
加
で
き
る
健

康
体
力
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
運
動

教
室
で
す
。
前
半
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

後
半
は
ヨ
ガ
を
行
い
ま
す
。

◆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

日
時　

火
曜
日

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

内
容　

初
心
者
か
ら
中
級
者
ま
で
、

し
っ
か
り
運
動
で
き
る
本
格
的
な
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
で
す
。

大
西
敏
貴
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

◆
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ

日
時　

木
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

内
容　

初
心
者
向
け
の
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
教
室
。
運
動
負
荷
も
軽
く
、
簡
単

な
ス
テ
ッ
プ
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

K
K
C
は
、
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く

り
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー

℡（
31
）
０
２
１
０

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

℡（
46
）
３
１
２
５

　

紀
北
町
社
会
教
育
振
興
大
会
に
お

き
ま
し
て
、
記
念
行
事
と
し
て
下
記

の
と
お
り
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
26
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

場
所　

東
長
島
公
民
館

講
師　

山
本　

和
彦　

氏

演
題

「 

東
紀
州
の
豊
か
な
植
物
相 

」

　

健
康
へ
の
第
一
歩
！

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー（
Ｋ
Ｋ
Ｃ
）か
ら
の
お
し
ら
せ

健
康
へ
の
第
一
歩
！

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー（
Ｋ
Ｋ
Ｃ
）か
ら
の
お
し
ら
せ

町からのおしらせ　～ Information ～

　

紀
伊
長
島
地
区
の
公
民
館
講
座
、

サ
ー
ク
ル
活
動
の
成
果
発
表
の
場
と

し
て
、
合
同
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

温
か
み
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時

２
月
１
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

２
月
２
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　

東
長
島
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

℡（
46
）
３
１
２
５

紀
北
町

社
会
教
育
振
興
大
会
開
催

公
民
館
合
同
作
品
展

◀ 昨年の作品展の様子
クリスマスツリーの工
作や、さまざまな作品
が展示されていました。
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日時　1月 12 日（日）午前 10 時 30 分～（受付：午前 10 時～）　場所　海山公民館
対象　平成 11 年 4月 2日～平成 12 年 4月 1日生まれの町民の方、平成 27 年 3月に町内の中学校を卒業された方

問い合わせ　教育委員会本庁生涯学習課社会教育係　℡46-3125

　日本に住む 20歳以上 60 歳未満の全ての方は、国民年金に加入し、保険料を納めることになっています。
　20 歳になった方には、日本年金機構から、国民年金に加入したお知らせが届きます。（厚生年金または共済年金に加入し
ている方を除きます。）国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一病気やけがで障がいが残ったときに年金を支給し、
あなたやあなたの家族を守ってくれます。未加入期間や保険料の納め忘れがあると、年金が受けられないこともありますの
で、国民年金を納付しましょう。
　学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方の場合は、「学生納付特例」など、保険料の支払いを猶予する制度があ
りますので、市区町村の国民年金窓口で申請してください。
※令和元年度の国民年金保険料は月額 16,410 円です。

新成人の皆さまおめでとうございます！

20歳になったら『国民年金』

問い合わせ　尾鷲年金事務所　℡22-2340
本庁住民課国保・年金係　℡46-3117　海山総合支所住民室国保・年金係　℡32-3902

国民
年金

紀北町成人式のご案内
開催日

1/12
（日）

被保険者の種類 第 1 号被保険者 第 2 号被保険者 第 3 号被保険者

加入する方

加入手続き

保険料

20歳以上60歳未満の自営業
の方、農林漁業の方、学生の
方など

市区町村の国民年金窓口へ行
き、手続きを行います。

自分で納めます。収入が少なく
保険料の納付が困難なときは学
生納付特例制度、納付猶予制度、
保険料免除制度があります。

勤務先が手続きを行います。
厚生年金に加入すると同時
に、国民年金にも加入するこ
とになります。

厚生年金の保険料は給与から
天引きされますので、別に国
民年金保険料を納める必要は
ありません。

第 2号被保険者（配偶者）の勤
務先で手続きを行います。

第2号被保険者が加入する制
度全体で負担するため、国民
年金保険料を自分で納める必
要はありません。

厚生年金の加入者に扶養され
ている20歳以上60歳未満の
配偶者

厚生年金の加入者（会社員）
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年
末
年
始
は
食
べ
る
量
が
増
え
、

他
の
時
期
と
比
べ
て
も
体
を
動
か
す

頻
度
が
少
な
く
な
り
や
す
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
長
年
、「
食
べ
る
量
」が「
運

動
・
活
動
量
」
を
超
え
る
と
、
体
重

が
増
加
し
た
り
、
中
性
脂
肪
の
増
加
、

L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
な

ど
脂
質
異
常
症
の
原
因
、
高
血
糖
や

糖
尿
病
の
発
症
・
悪
化
を
き
た
す
要

因
と
な
り
ま
す
。

　

B
M
I
は
身
長
と
体
重
の
バ
ラ
ン

ス
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

ち
ょ
う
ど
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
、

身
長
・
体
重
・
身
体
活
動
量
な
ど
に

よ
り
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

◆
１
日
に
必
要
な
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

を
知
ろ
う
！

　

活
動
量
や
強
さ
（
身
体
活
動
レ
ベ

ル
）
に
よ
っ
て
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
変
わ
る
の
で
自
分
の
身
体
活
動
レ

ベ
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
身
体
活
動
レ
ベ
ル

低
い…

生
活
の
大
部
分
を
座
っ
て
過

ご
し
、
物
静
か
な
活
動
が
中
心
。

普
通…

座
っ
て
の
仕
事
が
中
心
だ
が
、

移
動
や
立
位
で
の
作
業
・
接
客
な
ど

が
あ
る
。

　

通
勤
、買
い
物
、家
事
、軽
い
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
で
体
を
動
か
し
て
い
る
。

高
い…

移
動
や
立
ち
仕
事
が
多
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
余
暇
に
お
け
る
活

発
な
運
動
習
慣
を
持
っ
て
い
る
。

◆
自
分
の
身
体
活
動
レ
ベ
ル
を
確
認
で

き
た
ら
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

※

推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
（
１
日

当
た
り
）

◆
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
注
意
し

て
、
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
の
「
主
食
」

に
加
え
、
野
菜
や
き
の
こ
、
い
も
、

海
藻
な
ど
の
「
副
菜
」、
魚
や
卵
、
肉

や
大
豆
製
品
な
ど
の
「
主
菜
」、
牛
乳

な
ど
の
「
乳
製
品
」、「
果
物
」
な
ど

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

◆
塩
分
を
控
え
め
に

　

１
日
の
食
塩
摂
取
の
目
安
量
は
男

性
８
グ
ラ
ム
未
満
、
女
性
７
グ
ラ
ム

未
満
、
高
血
圧
の
方
は
６
グ
ラ
ム
未

満
で
す
。
調
理
の
際
は
計
量
し
た
り
、

だ
し
や
香
辛
料
を
活
用
し
、
薄
味
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

食
事
の
際
の
調
味
料
は
「
か
け
ず
」

に
「
つ
け
る
」。
調
味
料
の
と
り
す
ぎ

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
野
菜
摂
取
を
心
が
け
よ
う

　

野
菜
は
食
物
繊
維
に
よ
っ
て
糖
質

や
脂
質
の
吸
収
を
抑
え
る
働
き
や
、

便
通
を
よ
く
す
る
働
き
が
あ
り
、
カ

リ
ウ
ム
が
豊
富
で
体
の
中
の
塩
分
（
ナ

ト
リ
ウ
ム
）
を
外
に
排
せ
つ
す
る
働

き
が
あ
り
、
高
血
圧
対
策
と
し
て
も

効
果
的
で
す
。

　

１
日
の
目
安
量
は
３
５
０
グ
ラ
ム

で
、
小
鉢
で
あ
れ
ば
５
皿
分
に
相
当

し
ま
す
。

　

い
ま
一
度
、
自
分
の
食
生
活
を
振

り
返
り
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
や
生
活
習
慣
の
改
善
の
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に

ご
利
用
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
象　

町
内
在
住
で
ご
自
身
や
ご
家

族
の
健
康
や
健
診
結
果
、
病
気
に
つ

い
て
相
談
し
た
い
方
や
健
康
を
維
持

す
る
方
法
な
ど
を
知
り
た
い
方

内
容　

ご
相
談
内
容
を
も
と
に
保
健

師
が
、
健
康
の
維
持
や
改
善
策
に
つ

い
て
と
も
に
考
え
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
保
健
係

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

福
祉
保
健
係

℡（
32
）
３
９
０
４

　

年
末
年
始
は
食
べ
る
量
が
増
え
、

他
の
時
期
と
比
べ
て
も
体
を
動
か
す

頻
度
が
少
な
く
な
り
や
す
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
長
年
、「
食
べ
る
量
」が「
運

動
・
活
動
量
」
を
超
え
る
と
、
体
重

が
増
加
し
た
り
、
中
性
脂
肪
の
増
加
、

L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
な

ど
脂
質
異
常
症
の
原
因
、
高
血
糖
や

糖
尿
病
の
発
症
・
悪
化
を
き
た
す
要

因
と
な
り
ま
す
。

　

B
M
I
は
身
長
と
体
重
の
バ
ラ
ン

ス
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

ち
ょ
う
ど
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
、

身
長
・
体
重
・
身
体
活
動
量
な
ど
に

よ
り
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

◆
１
日
に
必
要
な
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

を
知
ろ
う
！

　

活
動
量
や
強
さ
（
身
体
活
動
レ
ベ

ル
）
に
よ
っ
て
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
変
わ
る
の
で
自
分
の
身
体
活
動
レ

ベ
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
身
体
活
動
レ
ベ
ル

低
い…

生
活
の
大
部
分
を
座
っ
て
過

ご
し
、
物
静
か
な
活
動
が
中
心
。

普
通…

座
っ
て
の
仕
事
が
中
心
だ
が
、

移
動
や
立
位
で
の
作
業
・
接
客
な
ど

が
あ
る
。

　

通
勤
、買
い
物
、家
事
、軽
い
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
で
体
を
動
か
し
て
い
る
。

高
い…

移
動
や
立
ち
仕
事
が
多
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
余
暇
に
お
け
る
活

発
な
運
動
習
慣
を
持
っ
て
い
る
。

◆
自
分
の
身
体
活
動
レ
ベ
ル
を
確
認
で

き
た
ら
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

※

推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
（
１
日

当
た
り
）

◆
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
注
意
し

て
、
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
の
「
主
食
」

に
加
え
、
野
菜
や
き
の
こ
、
い
も
、

海
藻
な
ど
の
「
副
菜
」、
魚
や
卵
、
肉

や
大
豆
製
品
な
ど
の
「
主
菜
」、
牛
乳

な
ど
の
「
乳
製
品
」、「
果
物
」
な
ど

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

◆
塩
分
を
控
え
め
に

　

１
日
の
食
塩
摂
取
の
目
安
量
は
男

性
８
グ
ラ
ム
未
満
、
女
性
７
グ
ラ
ム

未
満
、
高
血
圧
の
方
は
６
グ
ラ
ム
未

満
で
す
。
調
理
の
際
は
計
量
し
た
り
、

だ
し
や
香
辛
料
を
活
用
し
、
薄
味
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

食
事
の
際
の
調
味
料
は
「
か
け
ず
」

に
「
つ
け
る
」。
調
味
料
の
と
り
す
ぎ

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
野
菜
摂
取
を
心
が
け
よ
う

　

野
菜
は
食
物
繊
維
に
よ
っ
て
糖
質

や
脂
質
の
吸
収
を
抑
え
る
働
き
や
、

便
通
を
よ
く
す
る
働
き
が
あ
り
、
カ

リ
ウ
ム
が
豊
富
で
体
の
中
の
塩
分
（
ナ

ト
リ
ウ
ム
）
を
外
に
排
せ
つ
す
る
働

き
が
あ
り
、
高
血
圧
対
策
と
し
て
も

効
果
的
で
す
。

　

１
日
の
目
安
量
は
３
５
０
グ
ラ
ム

で
、
小
鉢
で
あ
れ
ば
５
皿
分
に
相
当

し
ま
す
。

　

い
ま
一
度
、
自
分
の
食
生
活
を
振

り
返
り
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
や
生
活
習
慣
の
改
善
の
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に

ご
利
用
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
象　

町
内
在
住
で
ご
自
身
や
ご
家

族
の
健
康
や
健
診
結
果
、
病
気
に
つ

い
て
相
談
し
た
い
方
や
健
康
を
維
持

す
る
方
法
な
ど
を
知
り
た
い
方

内
容　

ご
相
談
内
容
を
も
と
に
保
健

師
が
、
健
康
の
維
持
や
改
善
策
に
つ

い
て
と
も
に
考
え
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
保
健
係

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

福
祉
保
健
係

℡（
32
）
３
９
０
４

健
康
な
生
活
は
食
生
活
か
ら
！

今
こ
そ
食
生
活
を
見
直
そ
う
!!

B
M
I
（
体
格
指
数
）
を

確
認
し
よ
う
！

適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

摂
取
を
！

食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

個
別
健
康
相
談

BMIの計算方法

BMIの目安

体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

年齢

18～49歳

50～69歳

70 歳以上

目標とする BMI の範囲

18.5 ～ 24.9

20  ～ 24.9

21.5 ～ 24.9

2,300kcal

2,100kcal

1,850kcal

2,650kcal

2,450kcal

2,200kcal

1,650kcal

1,750kcal

1,650kcal

1,500kcal

1,950kcal

2,000kcal

1,900kcal

1,750kcal

2,200kcal

2,300kcal

2,200kcal

2,000kcal

3,050kcal

2,800kcal

2,500kcal

身体活動レベル

18～29歳

30～49歳

50～69歳

70 歳以上

性  別 男　性

低　い 普　通 高　い 低　い 普　通 高　い

女　性
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

焼きいも大会
11/18　船津小学校

　自分たちで育てたサツマイモをみんなで食べることで、

収穫の喜びを感じてもらおうと毎年行われている船津小学

校の恒例行事。家族や地域の人たちも参加して、ホクホク

のおいしい焼きいもを堪能していました。

海と山と人をつなぐ植樹祭

　天皇陛下御即位を記念した植樹祭が行われ、およそ90人が参加しました。ソメイヨシノの記念植樹のあと、参加者はヒノ

キの苗木を 1本 1本丁寧に植えていました。

11/23　引本浦網代地内

手作りリース作り

　紀伊長島いきいき子ども学園が開いた講座で、この日は

児童37人が参加しました。リボンや松ぼっくりなど7 種類

の飾りを取り付けていき、完成するとみんなうれしそうに

友達と見せ合っていました。

11/20　東長島公民館
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昭和の縁日

　食べものやゲームなどの出店が並ぶ昔懐かしい縁日は、子どもから大人まで楽しめるイベントとなっていて、この日もた

くさんの人でにぎわっていました。毎年人気のお化け屋敷には長蛇の列ができていました。

11/30　長楽寺・長島多目的会館周辺

マラソン大会

　西小学校で毎年恒例のマラソン大会が行われました。児童たちは沿道からたくさんの声援を受けて、みんな一生懸命走って

いました。

12/4　西小学校周辺
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紀伊長島幼稚園発表会

　紀伊長島幼稚園の園児たちがこの日のために一生懸命練習したダンスや劇、合唱などを元気いっぱい発表しました。

　訪れた保護者たちもうれしそうな様子で一緒に楽しんでいました。

12/7　東長島公民館

餅つき大会

　船津小学校で毎年恒例の餅つき大会が行われました。もち米は児童たちが地元農家の松永孝さんの田んぼで田植えをした

ものと松永さんから寄付されたもので、この日は保護者や地域住民も参加し児童たちと一緒につきたての餅を楽しみました。

12/15　船津小学校
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止水栓止水栓

水
道
課

水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　あけましておめでとうご

ざいます。本年もどうぞよ

ろしくお願い申し上げます。

　水平線から昇る、日の出

を撮りに大白海岸へ行って

きました。光輝く太陽のよ

うに、2020 年も皆さまに

とって幸多き年となります

ように。

　　　　　　　 広報係 一同

大白海岸から見た日の出今月号の表紙について今月号の表紙について

広報きほく１月号

　

凍
結
や
破
裂
に
よ
り
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、
高
い
修
理
費
用
が
か
か
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

水
道
管
の
寒
さ
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
い
場
所

○
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
所

○
日
陰

○
風
当
た
り
が
強
い
所

◆
凍
結
防
止
の
対
策

○
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
所
は
、

管
や
蛇
口
に
布
や
毛
布
な
ど
の
保
温

材
を
巻
く

○
冷
え
込
み
が
厳
し
い
所
は
、
少
量

の
水
を
出
し
て
お
く

※

流
す
量
に
応
じ
て
、
料
金
も
増
加

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
管
が
凍
結
し
た
場
合

○
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上

か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け

て
、
溶
か
し
て
い
く

※
熱
湯
を
使
う
と
、
水
道
管
の
破
裂
、

ひ
び
割
れ
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

◆
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

○
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
元
栓

を
閉
め
て
、
紀
北
町
指
定
水
道
工
事

事
業
者
に
修
理
を
依
頼

※

費
用
は
使
用
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

◆
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
場
合

は
、
次
の
手
順
で
水
抜
き
を
す
る

手
順
１
：
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ

る
元
栓
を
閉
め
る

手
順
２
：
蛇
口
を
一
つ
開
け
て
水
を

抜
き
、
そ
の
ま
ま
に
す
る

　

指
定
水
道
事
業
者
は
、
紀
北
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
や
破
裂
に
よ
り
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、
高
い
修
理
費
用
が
か
か
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

水
道
管
の
寒
さ
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
い
場
所

○
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
所

○
日
陰

○
風
当
た
り
が
強
い
所

◆
凍
結
防
止
の
対
策

○
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
所
は
、

管
や
蛇
口
に
布
や
毛
布
な
ど
の
保
温

材
を
巻
く

○
冷
え
込
み
が
厳
し
い
所
は
、
少
量

の
水
を
出
し
て
お
く

※

流
す
量
に
応
じ
て
、
料
金
も
増
加

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
管
が
凍
結
し
た
場
合

○
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上

か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け

て
、
溶
か
し
て
い
く

※
熱
湯
を
使
う
と
、
水
道
管
の
破
裂
、

ひ
び
割
れ
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

◆
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

○
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
元
栓

を
閉
め
て
、
紀
北
町
指
定
水
道
工
事

事
業
者
に
修
理
を
依
頼

※

費
用
は
使
用
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

◆
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
場
合

は
、
次
の
手
順
で
水
抜
き
を
す
る

手
順
１
：
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ

る
元
栓
を
閉
め
る

手
順
２
：
蛇
口
を
一
つ
開
け
て
水
を

抜
き
、
そ
の
ま
ま
に
す
る

　

指
定
水
道
事
業
者
は
、
紀
北
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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応
募
資
格
・
要
件

①
紀
北
町
内
に
住
所
を
有
し
、
昭
和

35
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
委
託
契
約
時
に
連
帯
保
証
人
が
立

て
ら
れ
る
方

③
水
道
課
の
指
定
す
る
日
に
検
針
が

可
能
な
方

業
務
内
容

①
検
針
用
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
機

器
を
使
用
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
事
務

②
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
伴
う
付

帯
事
務
（
無
届
け
使
用
の
発
見
・
文

書
配
布
な
ど
）

応
募
期
間

１
月
８
日
（
水
）
〜
17
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

提
出
書
類

①
検
針
事
務
登
録
申
込
書
（
本
庁
水

道
課
お
よ
び
海
山
総
合
支
所
水
道
室

で
交
付
）

②
履
歴
書
（
市
販
の
物
に
写
真
を
貼

付
）

面
接
日
時
（
予
定
）

１
月
23
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

会
場

海
山
総
合
支
所
水
道
室 

欠
員
地
区

矢
口
浦
、
白
浦
、
中
熊
地
区

約
５
０
０
件

委
託
契
約
期
間

２
月
１
日
〜
３
月
31
日
（
更
新
あ
り
）

※

満
70
歳
に
到
達
し
た
年
度
末
で
契

約
終
了
に
な
り
ま
す
。

委
託
料

１
件
90
円

※
初
回
の
み
、
前
任
者
の
検
針
に
同

行
す
る
た
め
、
研
修
期
間
と
し
て
１

件
あ
た
り
、
45
円
の
支
払
い
と
な
り

ま
す
。

※

検
針
事
務
委
託
料
は
、
検
針
月
（
偶

数
月
）
の
当
月
21
日
に
支
払
い
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
前
営
業
日

に
支
払
い
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
水
道
課
業
務
係

℡（
47
）
５
５
０
０

海
山
総
合
支
所
水
道
室
業
務
係

℡（
32
）
３
９
０
６

　

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉
を
ご
利

用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

次
の
日
程
に
お
き
ま
し
て
、
温
泉

施
設
の
保
守
点
検
作
業
を
行
う
た
め

休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保
守
点
検
期
間

２
月
３
日
（
月
）
〜
７
日
（
金
）

営
業
再
開
予
定　

２
月
８
日
（
土
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
商
工
観
光
課
観
光
係

℡（
46
）
３
１
１
５

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
が 

近
づ
い
て
き
ま
し
た

　

町
で
は
６
月
に
、
抗
体
保
有
率
の
低

い
昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
を
対
象
に
、

無
料
で
抗
体
検
査
お
よ
び
抗
体
の
な
い

方
に
は
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

風
し
ん
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、

ク
ー
ポ
ン
券
を
ま
だ
利
用
し
て
い
な
い

方
は
、
ま
ず
は
抗
体
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
６
月
に
送
付
し
た

案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
保
健
係

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

福
祉
保
健
係

℡（
32
）
３
９
０
４

　　

尾
鷲
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健

康
に
関
す
る
悩
み
を
持
つ
方
や
家
族

の
方
な
ど
を
対
象
に
、
精
神
科
医
師

に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
24
日
（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階
研
修
室

相
談
員　

精
神
科
医
師　

相
談
料　

無
料　

申
し
込
み　

要
電
話
予
約

※

申
し
込
み
順
に
な
り
ま
す
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

１
月
15
日
（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
】

尾
鷲
保
健
所
健
康
増
進
課

℡（
23
）
３
４
２
８

応
募
資
格
・
要
件

①
紀
北
町
内
に
住
所
を
有
し
、
昭
和

35
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
委
託
契
約
時
に
連
帯
保
証
人
が
立

て
ら
れ
る
方

③
水
道
課
の
指
定
す
る
日
に
検
針
が

可
能
な
方

業
務
内
容

①
検
針
用
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
機

器
を
使
用
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
事
務

②
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
伴
う
付

帯
事
務
（
無
届
け
使
用
の
発
見
・
文

書
配
布
な
ど
）

応
募
期
間

１
月
８
日
（
水
）
〜
17
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

提
出
書
類

①
検
針
事
務
登
録
申
込
書
（
本
庁
水

道
課
お
よ
び
海
山
総
合
支
所
水
道
室

で
交
付
）

②
履
歴
書
（
市
販
の
物
に
写
真
を
貼

付
）

面
接
日
時
（
予
定
）

１
月
23
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

会
場

海
山
総
合
支
所
水
道
室 

欠
員
地
区

矢
口
浦
、
白
浦
、
中
熊
地
区

約
５
０
０
件

委
託
契
約
期
間

２
月
１
日
〜
３
月
31
日
（
更
新
あ
り
）

※

満
70
歳
に
到
達
し
た
年
度
末
で
契

約
終
了
に
な
り
ま
す
。

委
託
料

１
件
90
円

※
初
回
の
み
、
前
任
者
の
検
針
に
同

行
す
る
た
め
、
研
修
期
間
と
し
て
１

件
あ
た
り
、
45
円
の
支
払
い
と
な
り

ま
す
。

※

検
針
事
務
委
託
料
は
、
検
針
月
（
偶

数
月
）
の
当
月
21
日
に
支
払
い
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
前
営
業
日

に
支
払
い
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
水
道
課
業
務
係

℡（
47
）
５
５
０
０

海
山
総
合
支
所
水
道
室
業
務
係

℡（
32
）
３
９
０
６

　

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉
を
ご
利

用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

次
の
日
程
に
お
き
ま
し
て
、
温
泉

施
設
の
保
守
点
検
作
業
を
行
う
た
め

休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保
守
点
検
期
間

２
月
３
日
（
月
）
〜
７
日
（
金
）

営
業
再
開
予
定　

２
月
８
日
（
土
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
商
工
観
光
課
観
光
係

℡（
46
）
３
１
１
５

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
が 

近
づ
い
て
き
ま
し
た

　

町
で
は
６
月
に
、
抗
体
保
有
率
の
低

い
昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
を
対
象
に
、

無
料
で
抗
体
検
査
お
よ
び
抗
体
の
な
い

方
に
は
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

風
し
ん
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、

ク
ー
ポ
ン
券
を
ま
だ
利
用
し
て
い
な
い

方
は
、
ま
ず
は
抗
体
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
６
月
に
送
付
し
た

案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
保
健
係

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

福
祉
保
健
係

℡（
32
）
３
９
０
４

　　

尾
鷲
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健

康
に
関
す
る
悩
み
を
持
つ
方
や
家
族

の
方
な
ど
を
対
象
に
、
精
神
科
医
師

に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
24
日
（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階
研
修
室

相
談
員　

精
神
科
医
師　

相
談
料　

無
料　

申
し
込
み　

要
電
話
予
約

※

申
し
込
み
順
に
な
り
ま
す
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

１
月
15
日
（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
】

尾
鷲
保
健
所
健
康
増
進
課

℡（
23
）
３
４
２
８

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉

温
泉
施
設
保
守
点
検
に

伴
う
休
業
の
お
し
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

事
務
員
募
集

福
祉
保
健
課

風
し
ん
抗
体
検
査
は

お
済
み
で
す
か
？

尾
鷲
保
健
所

精
神
科
医
師
に
よ
る

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
』
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国
有
林
の
事
業
運
営
な
ど
に
つ
い

て
、
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き

し
て
国
有
林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
募
集
し
ま
す
。
詳
細

は
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　

三
重
県
内
に
お
住
ま
い
で
、

森
林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林
に
関
心

の
あ
る
成
人
の
方

※

国
会
お
よ
び
地
方
議
会
の
議
員
、

地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家

公
務
員
、
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
ま
で
３
年
間
連
続
し
て
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
に
な
ら
れ
た
方
は
除
き
ま

す
。

任
期

４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

応
募
期
限　

１
月
31
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

総
務
企
画
部
企
画
調
整
課

林
政
推
進
係

℡
０
６
（
６
８
８
１
）
３
４
０
６

　

60
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
方

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
以

外
）
を
対
象
に
、「
生
活
支
援
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
と
な
る
清
掃
や
整
理
整

頓
の
技
術
・
知
識
を
、
片
付
け
習
慣

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
今
井
知
加
先
生
を

講
師
に
迎
え
、
わ
か
り
や
す
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
程

１
月
29
日
（
水
）・
30
日
（
木
）

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　

10
名

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

１
月
15
日
（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

℡（
47
）
０
７
２
５

紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
海
山
支
所

℡（
32
）
３
３
５
５

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
（
老

齢
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
が
で
き
て
、

税
金
も
お
ト
ク
な
、
自
営
業
や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
な
ど
第
１
号
被
保
険
者
の

方
々
の
た
め
の
公
的
な
年
金
制
度
で

す
。

○
国
民
年
金
基
金
で
老
後
に
必
要
な

生
活
費
と
年
金
額
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
国
民
年
金
基
金
で
高
ま
る
長
生
き

リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

老
後
の
備
え
と
し
て
生
涯
受
け
取
る

こ
と
の
で
き
る
「
終
身
年
金
」
は
心

強
い
味
方
で
す
。

○
国
民
年
金
基
金
の
強
み
は
お
ト
ク

な
税
制
優
遇
で
す
。
節
税
し
な
が
ら

老
後
資
金
の
準
備
が
で
き
ま
す
。
ご

家
族
の
掛
け
金
も
ま
と
め
て
控
除
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
基
金
三
重

支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

全
国
国
民
年
金
基
金
三
重
支
部

℡
０
１
２
０
（
65
）
４
１
９
２

h
ttp
s://w

w
w
.n
p
fa.or.jp

/

◆
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

事
務
補
助
員
１
名
・
看
護
師
、
保
健

師
ま
た
は
社
会
福
祉
士
１
名
・
訪
問

調
査
員
１
名
・
生
活
指
導
員
９
名
・

給
食
調
理
員
３
名

※

応
募
資
格
、
業
務
内
容
、
勤
務
場

所
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間　

２
月
１
日
（
土
）
〜
14
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

※

郵
送
不
可

提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に

自
筆
、
写
真
貼
付
）、
運
転
免
許
証
の

写
し
、
応
募
に
必
要
な
資
格
証
の
写
し

採
用
予
定
日　

４
月
１
日

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
紀
北
広
域
連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

の
求
人
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
先

紀
北
町
船
津
８
８
１
番
地
３

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合　

℡（
35
）
０
８
８
８

　

介
護
の
コ
ツ
や
情
報
を
得
た
り
、

悩
み
・
不
安
を
話
し
合
え
る
仲
間
づ

く
り
に
家
族
の
つ
ど
い
を
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
20
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
会
館
１
階

対
象　

家
族
・
本
人
、
認
知
症
に
関

心
の
あ
る
方

『
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
フ
ェ
』

　

認
知
症
生
活
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
が
運
営
し
ま
す
。

※

家
族
の
つ
ど
い
と
同
時
開
催

【
問
い
合
わ
せ
】

ほ
う
か
つ　
　
　

℡（
47
）
０
５
１
７

ほ
う
か
つ
海
山　

℡（
33
）
０
５
１
７

　　

国
有
林
の
事
業
運
営
な
ど
に
つ
い

て
、
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き

し
て
国
有
林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
募
集
し
ま
す
。
詳
細

は
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　

三
重
県
内
に
お
住
ま
い
で
、

森
林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林
に
関
心

の
あ
る
成
人
の
方

※

国
会
お
よ
び
地
方
議
会
の
議
員
、

地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家

公
務
員
、
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
ま
で
３
年
間
連
続
し
て
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
に
な
ら
れ
た
方
は
除
き
ま

す
。

任
期

４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

応
募
期
限　

１
月
31
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

総
務
企
画
部
企
画
調
整
課

林
政
推
進
係

℡
０
６
（
６
８
８
１
）
３
４
０
６

　

60
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
方

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
以

外
）
を
対
象
に
、「
生
活
支
援
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
と
な
る
清
掃
や
整
理
整

頓
の
技
術
・
知
識
を
、
片
付
け
習
慣

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
今
井
知
加
先
生
を

講
師
に
迎
え
、
わ
か
り
や
す
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
程

１
月
29
日
（
水
）・
30
日
（
木
）

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　

10
名

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

１
月
15
日
（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

℡（
47
）
０
７
２
５

紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
海
山
支
所

℡（
32
）
３
３
５
５

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
（
老

齢
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
が
で
き
て
、

税
金
も
お
ト
ク
な
、
自
営
業
や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
な
ど
第
１
号
被
保
険
者
の

方
々
の
た
め
の
公
的
な
年
金
制
度
で

す
。

○
国
民
年
金
基
金
で
老
後
に
必
要
な

生
活
費
と
年
金
額
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
国
民
年
金
基
金
で
高
ま
る
長
生
き

リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

老
後
の
備
え
と
し
て
生
涯
受
け
取
る

こ
と
の
で
き
る
「
終
身
年
金
」
は
心

強
い
味
方
で
す
。

○
国
民
年
金
基
金
の
強
み
は
お
ト
ク

な
税
制
優
遇
で
す
。
節
税
し
な
が
ら

老
後
資
金
の
準
備
が
で
き
ま
す
。
ご

家
族
の
掛
け
金
も
ま
と
め
て
控
除
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
基
金
三
重

支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

全
国
国
民
年
金
基
金
三
重
支
部

℡
０
１
２
０
（
65
）
４
１
９
２

h
ttp
s://w

w
w
.n
p
fa.or.jp

/

◆
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

事
務
補
助
員
１
名
・
看
護
師
、
保
健

師
ま
た
は
社
会
福
祉
士
１
名
・
訪
問

調
査
員
１
名
・
生
活
指
導
員
９
名
・

給
食
調
理
員
３
名

※

応
募
資
格
、
業
務
内
容
、
勤
務
場

所
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間　

２
月
１
日
（
土
）
〜
14
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

※

郵
送
不
可

提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に

自
筆
、
写
真
貼
付
）、
運
転
免
許
証
の

写
し
、
応
募
に
必
要
な
資
格
証
の
写
し

採
用
予
定
日　

４
月
１
日

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
紀
北
広
域
連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

の
求
人
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
先

紀
北
町
船
津
８
８
１
番
地
３

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合　

℡（
35
）
０
８
８
８

　

介
護
の
コ
ツ
や
情
報
を
得
た
り
、

悩
み
・
不
安
を
話
し
合
え
る
仲
間
づ

く
り
に
家
族
の
つ
ど
い
を
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
20
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
会
館
１
階

対
象　

家
族
・
本
人
、
認
知
症
に
関

心
の
あ
る
方

『
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
フ
ェ
』

　

認
知
症
生
活
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
が
運
営
し
ま
す
。

※

家
族
の
つ
ど
い
と
同
時
開
催

【
問
い
合
わ
せ
】

ほ
う
か
つ　
　
　

℡（
47
）
０
５
１
７

ほ
う
か
つ
海
山　

℡（
33
）
０
５
１
７

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会

「
生
活
支
援
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

技
能
講
習
の
お
し
ら
せ

どなたでも参加 OK !
【会場】社会福祉会館 2 階
【終了時間】午後 3 時ごろ

【イベント】

「 津軽三味線と全国の民謡めぐり」
　　 ～歌と踊りを楽しもう！～

【利用料】100 円

さくらんぼカフェ

国
民
年
金
基
金
三
重
支
部

国
民
年
金
基
金
か
ら
の

お
し
ら
せ

紀
北
広
域
連
合

紀
北
広
域
連
合
会
計

年
度
任
用
職
員
募
集

ほ
う
か
つ

『
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る

家
族
の
つ
ど
い
』

シルバー人材センター
マスコットキャラクター
「チエブクロー」
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1 月の新刊案内図書室だより
海山図書室から 児童図書室から 紀伊長島図書室から

「わが殿 （上・下）」

「図書名」/著者名

「桃源」/黒川博行
「逃亡小説集」/吉田修一
「最果ての決闘者」/　坂剛
「カエルの小指」/道尾秀介
「罪と祈り」/貫井徳郎
「いるいないみらい」/窪美澄
「幽玄の絵師 百鬼遊行絵巻」
　　　　　　　　　　 /三好昌子
「medium 冷媒探偵城塚翡翠」
　　　　　　　　　　 /相沢沙呼
「新蔵唐行き」/志水辰夫
「自分時間を楽しむ花の細密画」
　　　　　　　　　　 /藤井紀子
「南極ではたらく」/渡貫淳子
「障害のある子が将来にわたって
受けられるサービスのすべて」
　　　　　　　　　　　 /渡部伸
「在野研究ビギナーズ 勝手にはじ
める研究生活」/荒木優太 
「こども六法」/山崎聡一郎

畠中恵

「ふゆの
　　はなさいた」

「図書名」/著者名

「たたたん たたたん」/内田麟太郎 
「わたしのわごむはわたさない」
　　　　　　 /ヨシタケシンスケ
「かいけつゾロリ スターたんじょ
う」/原ゆたか
「お願い！フェアリー　再会はド
ラマティックに！！」
　　　　　　　　　/みずのまい
「ふしぎ駄菓子屋 銭天堂 12」
　　　　　　　　　　 /廣嶋玲子
「飛行機のサバイバル 2」
　　　　　　　　 /ゴムドリ co.

★かりた本はかならず返してく
ださい。
☆ 1 月はネズミ、雪をテーマにし
た展示を行います。

安東みきえ

「 桃 源 」

「図書名」/著者名

■一般図書
「牛鬼の滝」/宇江敏勝
「わが殿 ( 上・下 )」/ 畠中恵
「聡乃学習」/小林聡美
「知識を操る超読書術」
　　　　　 /メンタリストDaiGo 
「体をおいしくととのえる！食べ
る漢方」/櫻井大典

■児童図書
「タスキメシ 箱根」/額賀澪
「鬼滅の刃 片羽の蝶」
　　　　　　/吾峠呼世晴 矢島綾
「図書館からの冒険」/岡田淳
「おもちさんがね‥」
　　　　　　　 /とよたかずひこ

黒川博行

KIHOKU TOWN LIBRARY

●海山図書室および児童図書室
【開室時間】午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

●紀伊長島図書室
【開室時間】火～金 /午前９時～午後６時　
土・日 /午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期間を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室　℡32- 3915　児童図書室　℡33- 0025　紀伊長島図書室　℡47- 3906

今月のよみきかせの会は
おやすみです。

「よみきかせの会」
（児童図書室）

現在、絵本の読み聞かせ
ボランティアを募集しています

詳しくは教育委員会
本庁生涯学習課まで
お問い合わせください 
 ℡ 46-3125
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けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課地域保健係（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室福祉保健係（℡32-3904）までお願いします。

紀北医師会休日診療当番表

受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
診療時間　午前9時～午後5時
※日程や時間は変更がある場合がありますのでご注意ください。

【紀北医師会ホームページ】

http://kihoku-med.or.jp/

◆ 救急医療情報システム ℡ 059-229-1199

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

木1/2

月日 曜日 紀　　北

か と う 小 児 科 47-3341月1/13
日2/2

電　　話

検（健）診などのおしらせ

場所 申し込み日時事業名

3 歳 6 カ月児健診

すくすく子育て相談

2 歳 6 カ月児歯科健診

1 月 9 日（木）

1 月 15 日（水）
午前 10 時～ 11 時

1 月 16 日（木）

海山総合支所別館 2 階
けんこうの広場

東長島公民館

海山総合支所別館 2 階
けんこうの広場

備考

子育てに関する各種相談、身体計測
持ち物：母子健康手帳

対象者には通知を郵送します。
忘れず受診してください。

対象者には通知を郵送します。
忘れず受診してください。

対象　○今までに肺炎球菌ワクチンを接種したことがない次の生年月日の方

　　　○60歳以上65 歳未満の方で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機

　　　能に障害を有する方
【65歳】昭和29年４月２日～30年４月１日生、【70歳】昭和24年４月２日～25年４月１日生、【75歳】昭和19年４月２日～20年４月１日生、
【80 歳】昭和 14 年４月２日～ 15 年４月１日生、【85 歳】昭和９年４月２日～ 10 年４月１日生、【90 歳】昭和４年４月２日～５年４月１日生、
【95 歳】大正 13 年４月２日～ 14 年４月１日生、【100 歳】大正８年４月２日～９年４月１日生、【100 歳以上】大正８年４月１日以前生

接種期限　3 月 31 日

自己負担金　3,000 円　※生活保護の方は無料

持ち物　健康保険証　※紀北町または尾鷲市以外の医療機関での接種を希望される方は、

接種前に予診票を本庁福祉保健課または海山総合支所福祉環境室で受け取ってください。

令和元年度「 定期高齢者肺炎球菌ワクチン接種・助成事業 」

　65 歳以上で、定期高齢者肺炎球菌ワクチン接種事業対象の方、これまでに定期接種された方、任意接種で助
成をうけた方以外の肺炎球菌ワクチンを接種された方は、本庁福祉保健課または海山総合支所福祉環境室へワ
クチン接種後、領収書と印鑑、通帳を持参し、申請手続きを今年度中に行ってください。
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お
誕
生
お
め
で
と
う  

住　

所　

子
の
名
前　
　

  

保
護
者

海　

野　

畑
内　

梓
杏　
　

誠
貴

東
長
島　

松
田　
　

蓮　
　

吉
史

相　

賀　

若
宮　

英
眞　
　

裕
眞

相　

賀　

大
西　

悠
聖　
　

芳
尚

相　

賀　

玉
津　

凛
宙　
　

知
樹

矢
口
浦　
　

村　

美
月　
　

友
一

住　

所　

氏　

名　
　
　

 （
年
齢
）

島　

原　

谷　

千
恵
子　

 （
64
歳
）

長　

島　

久
保　

幸
夫　

 （
91
歳
）

長　

島　

水
谷　

錦
也　

 （
54
歳
）

海　

野　

東　

き
み
枝　

 （
86
歳
）

東
長
島　

村
口　
　

武　

 （
86
歳
）

三　

浦　

山
口　

好
子　

 （
92
歳
）

島　

原　

奥
川
や
す
よ　

 （
84
歳
）

島　

原　

平
野
さ
よ
子　

 （
92
歳
）

東
長
島　

村
島　

聰
子　

 （
83
歳
）

東
長
島　

垣
内　

保
夫　

 （
71
歳
）

相　

賀　

五
味　

寛
久　

 （
62
歳
）

相　

賀　

久
保
田　

郎　

 （
91
歳
）

引
本
浦　

野
村　
　

寛 　
（
77
歳
）

引
本
浦　

中
村
ひ
さ
み 　
（
75
歳
）

相　

賀　

西
尾
ひ
と
み 　
（
65
歳
）

相　

賀　

東　
　

行
成 　
（
70
歳
）

相　

賀　

松
永
千
里
子　

 （
70
歳
）

矢
口
浦　

植
村　
　
　
　

 （
78
歳
）

河　

内　

出
口　
　

修　

 （
87
歳
）

相　

賀　

世
古
み
や
子　

 （
93
歳
）

引
本
浦　

濵
田　
　

子　

 （
93
歳
）

便
ノ
山　

上
村
み
の
り　

 （
83
歳
）

戸籍の窓
【令和元年11月1日～30日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

【
令
和
元
年
11
月
１
日
〜
30
日
受
付
分
】

善
意
を
あ
り
が
と
う

〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

（
敬
称
略
）

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す  

　弁護士による無料法律相談を次のとおり２会

場にて開催します。困り事、争い事の法律的な

ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お

気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５

名です。相談を希望される方は、前日までにご

予約をお願いします。

※同一内容での相談は原則 1回限りです。

※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く

ださい。

※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴

訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間

に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし

て利用できません。

【問い合わせ・申し込み】　

本庁住民課住民係　℡46-3117

　心肺蘇生法とAEDの取り扱いを習って、もしも

のときに備えましょう。

日時　1 月 9 日（木）午後１時～４時

場所　海山消防署

※申し込みは前日までにお願いします。

【問い合わせ・申し込み】

海山消防署　℡33-1119

日時・場所　ご相談に応じます。

対象　こころの健康に関する悩みを持つ方や、

　　　ご家族

【問い合わせ・申し込み】　

本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

日程 時間 場所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

老人福祉センター
２階

午後3時～5時30分

1月
22日（水）

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

こころの健康相談

長　

島　

東　

三
和
夫　
　
　

 

二
万
円

Ｚ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
〜
ザ
イ
オ
ン
〜　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
万
六
六
四
円

松
阪
・
東
紀
州
ゴ
ル
フ
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
万
円

長　

島　

東　

三
和
夫　
　
　

 

二
万
円

Ｚ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
〜
ザ
イ
オ
ン
〜　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
万
六
六
四
円

松
阪
・
東
紀
州
ゴ
ル
フ
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
万
円
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2020.1
N
o.171

（
令
和
元
年
12
月
1
日
現
在
)

■
人
口
：
15,415

人
　
　■
世
帯
数
：
7,864

世
帯

■
男
：
7,267

人
　
　
　
　女
：
8,148

人

〒
519-3292

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
東
長
島
769

番
地
1

TEL 0597  (46)  3113　
　
　
FA
X 0597 （

47） 5908
（
直
通
）

（
直
通
）

にじいろスマイル満１歳笑顔満１歳笑顔

「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日までに
本庁企画課広報係または、海山総合支所総務室までお申し込みください。

新年のあいさつ
議会体制・議長就任のあいさつ
民生委員・児童委員のおしらせ
令和元年度紀北町議会議員管外視察
年始のごみ収集について
ごみ減量についてのお願い
コンビニ交付のおしらせ
紀北健康センターからのおしらせ
紀北町社会教育振興大会 /公民館合同作品展

P02
P04
P05
P06
P08

P09
P10

成人式 /国民年金について
食生活を見直そう！
Kihoku Playback
くらしの情報
図書室だより
けんこうの広場
戸籍の窓
にじいろスマイル

P11
P12
P13
P16
P19
P20
P21
P22

広報きほく1月号 C O N T E N T S

世古　史道くん

平成 31年 1月 18 日生まれ

お姉ちゃんとお兄ちゃんが大好きなしど
う君。末っ子魂で強く逞しく育ってね。

＜東長島＞昌弘・礼奈さん

しどう

長井　柊希くん

平成 31年 1月 28 日生まれ

ときくん、お誕生日おめでとう。これか
らも笑顔いっぱい、すくすく育ってね。

＜長島＞正也・佳映さん

と　き

西岡　花優ちゃん

平成 31年 1月 22 日生まれ

食いしんぼうなかんちゃん♡これからも
ねえねらと元気に大きくなってね♡

＜上里＞忍・楓華さん

かんな
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